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第 1回及び第 2回再生会議結果 
 

 取りまとめ結果 
第

１

回

会

議 

設置要綱については、文章としては、原文のまま確定し、第 2条の（２）
三番瀬の再生、保全及び利用に係る重要事項については、これから走りな

がらつめていこうと確認し、資料 7ページまでは了承した。 

第

２

回

会

議 

○ 個別の事業については、５つの事業の意見を踏まえて進めていただき

たい。 
○ ８ページから１９ページまで、次回、もう一度議論をする。 
○ 残りの議題について、次回、議論する。 
個別の内容については以下のとおり 
１ 三番瀬漁場再生調査事業 
・ 円卓会議で調査も行い議論したことから、その成果を生かしていた

だきたい。 
・ データを適宜入れるなどわかりやすい資料とすることをお願いした

い。 
・ 冬期のアサリ大量減耗について、波浪減衰による減耗だけに絞らず

多角的な観点から調査をしていただきたい。 
・ アオサの回収利用について、飼料化だけでなく、生ごみの堆肥化、

バイオマスとか含めてもっと効率的・科学的な方法も検討していただ

きたい。 
２ 市川海岸塩浜地先護岸改修に係る調査 
・ 検討委員会を発足させて、十分議論できる体制をつくっていただき

たい。 
・ 調査については、ラインとポイントの問題だけではなく、総合的に

考えていただきたい。 
・ 再生計画案では、ある幅の中で「海と陸との連続性」という概念を

具体化するということで護岸を含めて考えているので、そうした総合

的な観点で調査が行われるようにしてもらいたい。 
３ 三番瀬の「自然環境の科学的な情報の集積事業」 
・ 評価委員会との連携について十分検討していただきたい。 
４ 環境学習及び利用・管理に関する検討 
・ 委員の構成の総合性と委員会運営の機動性を両方併せ持つような仕

組みを考えていただきたい。 

まとめ   １ページ 



・ 場合によっては、15人という定員も、20名というのが全体のモデ　２ページ

ルとして示されているので、そのくらいまで増やしてもいいのではな

いかという意見も付け加える。 
・ 谷津干潟等、近くでいろいろな経験をしているところもあるので、

そういうところの知恵や経験も是非反映させるようにしていただき

たい。 
漁業関係者も是非加わっていただけるよう呼びかけていただきた

い。 
５ 三番瀬「市民参加による現地調査事業」 
・ 企画し盛り上げていくことが必要であることから、参加する方とデ

ィスカッションを事前にする機会をつくりながら、やれることからは

じめていくということであると思うので、意見を参考にして、事業を

進めていただきたい。 
（参考：意見） 
○ 専門家の方で検討する際に、市民参加で調査しているデータを図

面などに重ね合わせる作業を一緒に行うなど、協働して作業する機

会をつくることが重要である。 
○ 環境学習の際に、過去の津波の状況などの経験をアドバイスとし

ていただける機会も必要である。 
○ 緯度・軽度で落としたデータを共有したら、あとで環境施設がで

きた際に非常に役立つので、GPS を購入し、貸し出すことも検討
したらいいのではないか。 

６ 千葉港葛南中央地区（－12m）岸壁の整備について 
・ 次回 2９ｍ三番瀬側に出ることの必要性ついて説明をしていただ
く。 

・ 人工海底については、DOのモニタリングなどを含めて検討してい
ただきたい。 

 



 
 
 

千葉県三番瀬再生計画の構成について　　　３ページ 

 

円卓再生計画案 

（円卓会議が策定） 

 

三番瀬の自然環境の再生についての基本的な方向性、

考え方をご提案いただいたもの 

  

（基本計画） 三番瀬円卓会議からの再生計画案を受け、県が関係者と

協働して三番瀬の自然環境の再生を進めるうえでの県とし

ての理念と方向性を記述したもの 

（長期計画的なもので、およそ１０～２０年毎に改定） 

 
 

 

県 

再 

生 

計 

画
（
県
が
策
定
） 

（事業計画） 基本計画の理念と方向性に基づき、行政的な施策を 

各分野毎に体系的に明らかにするもの 

（中期計画的なもので、およそ５～１０年毎に改定） 

 

 

 

（実施計画） 基本計画及び事業計画に従い、再生事業の具体的 

な内容を施策としてどのように展開していくかを記述 

したもの。 

事業実施に伴い影響、社会情勢や経済動向の変動 

などに留意して、ＰＤＣＡサイクルにより実施する 

内容を規定するもの。 

（短期計画的なもので、毎年度の予算を考慮して策定 

する） 
 
 

再 
 

生 
 

事 
 

業 

（
県
が
策
定
） 
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別紙－１ 

千葉県三番瀬再生計画のイメージ　　　　　　４ページ 

 
 

 

実施計画 

事業計画 

基本計画 

三番瀬再生計画案 

 
 



 

別紙－２  
千葉県三番瀬再生計画（基本計画+事業計画（全体））　　　　　５ページ 

 

                           

                          実施計画２００５  

                          

                           

 

                           

                         実施計画2005（③・・・・）   

                         実施計画2005（②環境学習）   

                         実施計画2005（①護岸）   

          事業計画2005         事業計画（全体）
                         
                        基本計画  

 



三番瀬再生計画（基本計画）策定に当たっての手順（案）　　７ページ 

知  事 三番瀬再生会議 

基本計画案の策定 

説明 
① 基本計画案について諮問 
② 基本計画案について答申 
③ 答申を受け基本計画案の修正 
④ パブリックコメントの実施 
⑤ 基本計画の策定 

決定・公表 

 

① 

② 

  

基本計画案 

③ 

補足資料Ｎｏ．２－１

パブリックコメント 

④ 

⑤ 

修 正



  
 

 
知  事 三番瀬再生会議 

事業計画案の策定 

説明 ① 「個別の検討委員会」の設置 
に係る基本的な考え方の説明 

② 基本的な考え方に対する意見 
③ 個々の「個別の検討委員会」の 
設置目的等について説明 

④ 説明に対する意見 
⑤ 必要に応じ検討委員会の設置と

検討依頼 
⑥ 検討結果の報告 
⑦ 事業計画案の策定 
⑧ 事業計画案の事前説明 
⑨ 事業計画案に対する意見 
⑩ 意見を聞いて事業計画の修正 
⑪ パブリックコメントの実施 
⑫ 事業計画の策定 

決定・公表 

護 

岸 

個別の検討委員会 

① ③ 

② ④⑦ ⑥ 

⑤ 

⑧ ⑨ 

⑩

事業計画案 環
境
学
習 

そ
の
他 

○
○
○ 

・・ 

補足資料Ｎｏ．２－２　８ページ

パブリックコメント 

⑪

事業計画策定に当たっての手順（案） 

⑫ 

修 正 



  
 

 
知  事 三番瀬再生会議 

実施計画案の策定 

説 明  
① 検討委員会へ検討依頼 
② 検討結果の報告 
③ 実施計画案の策定 
④ 実施計画案の事前説明 
⑤ 実施計画案に対する意見 
⑥ 意見を聞いて実施計画の修正 
⑦ 実施計画の策定 

決定・公表 

護 

岸 

個別の検討委員会 

  

  ③ ② 

① 

④ ⑤ 

⑥

実施計画案 環
境
学
習 

そ
の
他 

○
○
○ 

・・ 
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⑦

実施計画策定に当たっての手順（案） 追 加 



 
再生計画のイメージ　　６ページ 

※海と陸との連続性･護岸の例 
項 目 内    容 

基本計画 【現状】 

現在の三番瀬は、海と陸との変化に富む自然なつながりが護岸

ち切られています。また、直立護岸の一部には、鋼矢板の腐食、

盤沈下が認められます。 

【課題】 

このことから、海と陸との自然な連続性を徐々に取り戻し、

瀬のふれあいを確保してゆくことが重要です。また、安全性が

ない護岸については、必要な安全性を早急に確保することが必

【方向性】 

そのため、安全性が保たれていない護岸については、安全か

配慮した護岸改修を早期に進めるとともに、海側における潮間

の検討や陸側における自然再生のための用地を可能な限りの確

ポット等整備により海と陸との連続性の回復を目指します｡  

事業計画 【中長期の取組み】 
○○○の護岸については、老朽化していることから、早急に安全性を確

護岸の改修を行います。 
【事業主体・手段・手法】 
 このため、生態系に配慮した護岸の構造や親水性を確保するための工

討委員会で検討しながら進めます。 

個別事業の 
   実施計画 

 
 

(Plan) 
平成○○年度には、これまでの環境調査等の○○を踏まえ、基礎的な調

に、○○を決定し、順応的管理のもとで護岸前面の干出域化の検討するに

公開の検討委員会において、意見を聞いてまとめます｡ 
平成○○年度に、工事に着手し、平成○○年度には、工事を完了する予

また、事業実施に伴う環境を継続的に観察・記録し、その結果を科学的

さらに、○○、○○・・・の時期に、○○、○○・・・の項目について

察･記録行います。 
(予算○○千円) 

事業の実施 (Do) 
事業を実施し、事業実施に伴う環境を継続的に観察・記録し、評価する

(Check) 
継続的に観察・記録した結果及び科学的評価について、三番瀬再生会議

(Action) 
三番瀬再生会議からの意見を受け、事業の終了、継続、見直し、中止を

 

参 考
によって断

老朽化、地

人々と三番

保たれてい

要です。 

つ生態系に

帯や砕波帯

保、親水ス

保するため、

夫を公開の検

査をするとも

当たっては、

定です。 
に評価します。 
、継続的な観

｡ 

に報告する。 

決定します。 



マネージメントサイクルによる三番瀬再生事業の進め方（案）　　　　　１０ページ 
 
 

実施計画の検討(Plan) 

再生事業の実施 (Do) 

U影響調査(Check) 
三番瀬再生会議 

継続・見直し・中止 

専門家による 

評価委員会 

事業終了 

見直し 

事業の継続 

中 止 
・影響あり 
・再生の効果が薄い 

三番瀬全体の 

モニタリング結果 

県 三番瀬再生会議 

報告 

意見 

 

・影響が大きい 
・再生の効果なし 

見直し又は中止 
(Action) 

評価 (Check) 

継続又は終了
(Action) 

・影響少ない 
・再生の効果がある 

補足資料Ｎｏ．－３ 
再 掲 

 補足資料No３－２参照 



補足資料Ｎｏ．－３－２

実施計画の検討方法（案）　　　　　　　　　　１１ページ 

 

実施計画素案を策定し 

事前調査項目の検討 

事 前 調 査 

専門家による 

評価委員会 

三番瀬再生会議

再生会議からの助

影響・効果

影響あり、効

適宜報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施計画素案を実施した場合の 

影響・再生の効果の検討 

影響・効果

実施計画の決定 

助 言 

言も踏まえ 

の検討 

影響少なく、効果あり

果なし 

必要に応じて



１月

２月

３月

４月

５月

６月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

２月

３月

三番瀬再生会議開催スケジュール（案）

平成17年2月18日

再生計画関係 備考会議開催等

2月議会
1月25日～
2月17日

議題　１．再生計画案（基本計画案）の諮問（予定）
          ２. 年間スケジュール（予定）

基本計画案
・国との調整・協議
・地元市との協議
・漁業関係者との協議

第４回三番瀬再生会議開催（３月２４日）

議題　１．三番瀬再生会議の役割等について
　　　　２．スケジュールについて
　　　　３．三番瀬再生会議への報告事項
　　　　　ア．平成1６年度事業について
　　　　　イ．平成17年度事業の進め方について
　　　　４．その他

第２回三番瀬再生会議開催（1月２６日）

第５回三番瀬再生会議開催（５月１８日）

議題　１．

議題１．

第６回三番瀬再生会議開催（７月２０日）

第７回三番瀬再生会議開催（９月２２日）

議題　１．

第８回三番瀬再生会議開催（１１月２５日）

第９回三番瀬再生会議開催

第１０回三番瀬再生会議開催

議題　１．

議題　１．

議題　１．

第３回三番瀬再生会議開催（２月１８日）

議題  １．三番瀬再生会議の役割等について
　　　　２．スケジュールについて
　　　　３．三番瀬再生会議への報告事項
　　　　　ア．平成1６年度（追加）事業について
　　　　４．その他

資料Ｎｏ．２－２（１）　　１２ページ



  資料Ｎｏ４－２　　１３ページ

 
平成１７年度三番瀬自然環境調査について 

 
平成１７年２月１８日 
環境生活部自然保護課 

 
 三番瀬自然環境調査は、「三番瀬再生計画案」に基づき三番瀬の中長期的な自然環

境の変動を把握するために、定期的かつ継続的に生物とそれを取り巻く環境を調査す

るものです。 
 平成１７年度については、鳥類の採餌状況調査として次の２調査を予定しています。 
 これらの調査を実施する理由は、平成１５・１６年度における三番瀬海域の主要貝

類であるアサリの豊漁状態により、他の年度に比べスズガモをはじめとする鳥類の採

餌状況が変化しているかを調査する必要があると判断したことによります。 
 

１ シギ・チドリ採餌状況調査 
シギ・チドリ類が低潮位時に利用できる採餌場の造成の検討資料とすることを目

的として､シギ・チドリ類を中心とした水鳥の採餌状況を種毎に、調査する。 
(１)調査地点 三番瀬内 ３地点 
(２)調査時期 主にシギ・チドリ類が飛来する平成１７年４～５月、８月及び平成 

１８年１～３月の３季 
(３)調査方法 １時間後との定点観察による行動調査 
(４)委託先  ＮＰＯ等の団体 
 
２ スズガモ等消化管内容物調査 
スズガモ類の採餌状況を把握して今後の検討資料とすることを目的として、事故

死したスズガモ等の消化管内容物及び栄養状態を調査し、食性を調査する。 
(１)調査地点 三番瀬及びその周辺 
(２)調査時期 主にスズガモが飛来する平成１７年１１月頃～平成１８年３月まで 
(３)調査方法 刺し網等により混獲され、死亡したスズガモの消化管内容物から食物

を調査するとともに個体の栄養状態等の測定を行なう。 
(４)委託先  ＮＰＯ等の団体 

 
 シギ・チドリ採餌状況調査については、調査時期が新年度早々に予定されているの

で、次回の再生検討会議において募集のお知らせを考えています。 
 



 
2005.1.2６ 

 
行徳塩性湿地における貧酸素水改善実験について 

 
東京大学 大学院新領域創成科学研究科 

環境学専攻 磯部雅彦 
 
（目的）東京湾・有明海を含む多くの閉鎖性海域において夏季に底層水が貧酸素化し、生物生息

に対して深刻な悪影響を与えている。特に東京湾では青潮の発生により、水産生物を含

む多くの生物の斃死を招く。貧酸素状態を解消するための方法の中にエアレーションが

あるが、これには比較的大口径（ミリオーダー）の気泡を大量に噴出して底層から表層

まで水塊全体の溶存酸素濃度を上げようとするものと、小口径（ミクロンオーダー）の

気泡を水底付近に噴出することにより底層付近の比較的小規模な範囲で溶存酸素濃度を

上げようとするものがある。後者は凹地に形成された貧酸素水の解消等に効果が期待で

きる。本研究ではこれをとりあげ、微細気泡（マイクロバブル）発生装置を用いて底層

付近に酸素を供給するシステムを開発し、その効果の程度や範囲を検証するために小規

模な現地検証実験を行うことを目的とする。 
 
（場所）行徳塩性湿地の南端の暗渠水門の近くにある凹地（添付図１） 
 
（期間）２００５年４月以降で準備が整い次第簡単な予備実験を行った後で、本実験を６月から

９月の間の適当な３ヶ月程度行う。 
 
（実験内容） 
 

１） 添付図２に概念が示されるような微細気泡による酸素供給システムを開発するため

に、実験室での基礎的実験を行う。これによって、具体的な形状を決定し、現地用

システムを試作する。 
２） 試作システムを用いて現地で予備実験を行う。予備実験では、気泡の発生や酸素供

給水の状況のチェック、付近の溶存酸素濃度の分布などを測定する。その結果に基

づいて、システムを改良して本システムを製作する。 
３） 本システムを添付図３の要領で設置して、微細気泡による酸素供給を行い、その効

果を調べるための測定を行う。測定項目は、装置付近の溶存酸素濃度、水温、塩分、

栄養塩等の水質、流速、および底質と間隙水の水質とする。底質については粒度分

布等とともに、キノン分析を用いてバクテリア群の変化も調べる。 
 

（研究体制）東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学専攻と東亜建設工業（株）技術研究所

との共同研究として行う。前者は計画・測定・解析等の研究全般の中心となり、後者は

主に装置の製作・設置・撤去等を担当する。 
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給気
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添付図２：微細気泡発生装置検討図

（単位mm）　　　　　１６ページ微細気泡発生装置検討図

微細気泡発生器

自動排気弁
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１．海中へ装置の仮置を行う。

４．設置位置までフロートの移動を行う。

２．フロートの組み立てを行う。

装置過重を500kgと仮定した場合

３．フロートのウインチで、実験装置の吊りあげを行う。

400kg

＜４つのフロートの浮力400kg
１本の支柱が必要な支持力100kg

72.3kg

６．ウインチを下ろして、実験装置の設置を行う。５．フロートのアンカーを落として位置の固定を行う。
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フロート

実験装置（微細気泡発生装置）

実験装置設置フロー図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７ページ

海中仮置

アンカーでフロートを固定

設置位置までフロートを移動

ウインチで仮置した実験装置を吊る

海中仮置

ウインチを下ろして、装置を設置

(この状態で実験を行う。緊急時には、装置を引き上げて撤退する。)
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